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1. はじめに  
 
Higgins (1978)の分類 
 
(1)  a. John is a very nice person.           (Predicational clause) 

b. The cause of the accident is drunk-driving. (Specificational clause) 
c. That man over there is John Smith.    (Identificational clause) 
d. The morning star is the evening star.   (Identity clause) 

 
(2) a. ジョンは自信過剰だ。（叙述文） 
  b. 喧嘩の原因はあの指輪だ。（指定文） 
  c. あそこのその人がジョンだ。(同定文) 
  d. ジキル博士がハイド氏だ。(同一性文) 
 
2. 構造  
 
(3) a. Predication type         b.  Equation type 
 
          CopP                     CopP 
 
      DP<e>    Cop’             DP<e>    Cop’ 
 
           DP<e,t>     Cop            DP<e>     Cop 
 
     Subject                     Subject     
             Predicate                      Predicate（タイプシフトが必要） 
 
(4) a. 名詞句は，<e>タイプと<e,t>タイプに分かれる。 
  b. 「が」格でマークされた名詞句は，Spec-TPに位置する。 
 
(5)  a. [TP  DP-が i  [CopP   ti  [   DP  COP]] T ] 
    b. [TP  [DP  [CP OPi  [TP  [CopP     ti  DP]-が]]]j   [CopP tj DP-Cop ] ] T] 
 
(6) a. ジョンは，とてもいい人だ。 
  b. *とてもいい人がジョンだ。  (叙述文としては*) 
  c. スーパーマンは不死身/自信過剰/自暴自棄だ。 
  b. *不死身/*自信過剰/*自暴自棄がスーパーマンだ。 



  （その他: 「近眼/近視だ」，「不老不死だ」「行方不明だ」「達者だ」 
    「幸せ者だ」「貧乏症だ」）， 
 
(7) a. ジョンはとても親切だ。 
  b. *とても親切がジョンだ。 
 
(8) 叙述文 
   ジョン<e>が，いい人<e,t>だ。 
 
(9) a. ジョンが，いい人でしかない。 
  b. ジョンしか，いい人でない。 
 
(10) 指定文 
  a. この事件の主犯<e,t>はあの人<e>だ。 
  b. あの人<e>がこの事件の主犯<e,t>だ。 
 
(11) a. あの人しかこの事件の主犯ではない。 
  b. あの人がこの事件の主犯でしかない。 
 
(12) a. *この事件の主犯しかあの人でない。 
  b. この事件の主犯があの人でしかない。 
 
3. 名詞句のタイプと小節への埋め込み  
 
(13) a. John is my best friend. 
    b. My best friend is John.  
 
(14) a. I consider John my best friend. 
    b. *I consider my best friend John.  
  
(15) a. John is smart.  
    b. I consider John smart. 
    c. *I consider smart John. 
 
(16) a. John is a genius. 
    b. *A genius is John. 
 
(17) a. I consider John a genius. 
    b. *I consider a genius John. 
 
(18) a. ジョンが{親切だ/かっこいい}。 
  b. (私には)[ジョンが親切に/かっこよく]聞こえる。 
 
(19) a. [ジョンがとてもいい人に]聞こえる。 
  b. *[とてもいい人がジョンに]聞こえる。 



 
(20) a. [ジョンがいい人にしか]聞こえない。 
  b. [ジョンしかいい人に]聞こえない。 
 
(21) a. [あの人が喧嘩の原因に]聞こえる。 
  b. *[喧嘩の原因があの人に]聞こえる。 
 
(22) a. [ジョンがこの事件の犯人にしか]聞こえない。 
  b. [ジョンしかこの事件の犯人に]聞こえない。 
 
(23) [TP      [CopP    NP<e>  [     NP<e,t>   COP ] kikoe ] T] 
 
(24) a. あの人はやさしい。 
  b.  やさしいあの人 
 
(25) a. とてもいい教師のジョン 
  b. *ジョンのとてもいい教師 
 
(26) a. 喧嘩の原因のあの人 
  b. *あの人の喧嘩の原因 
 
4. 疑似分裂とコピュラ文  
 
(27) a. ジョンがメアリーに会った。 
  b. メアリーに会ったのはジョンだ。 
 
(28) a. [    DP                   Pred ] 
    b. [  [ OPi [ …  ti  …. Pred ] ]  DPi cop]  
  
(29) a. 彼は誰に会いましたか？ 
  b. 誰がメアリーに会いましたか？ 
 
(30) a. メアリーに会ったのは誰ですか？ 
  b. #誰にあったのがメアリーですか？ 
 
(31) *[誰に会ったのがメアリーなのか]彼は知らない。 
 
(32) 叙述文 
  a. 誰がいい人なのですか？ 
  b. ジョンはどれくらいいい人ですか？ 
 
(33) 指定文 
  a. 喧嘩の原因はだれですか？  
  b. #いつの喧嘩の原因があの人ですか？  



 
(34) *[いつの喧嘩の原因があの人なのか]彼は知らない。 
 
(35) a. ジョンがメアリーにも会った。 
  b. [ジョンが会ったのは]メアリーにで(*も)ある。 
 
(36) ジョンはとてもいい人でもある。 
 
(37) a. ?*今回の喧嘩の原因はあの人でもある。 
    b. あの人が今回の喧嘩の原因でもある。 
 
5. 隠された構造  
 
(38) a. （この工場の）必ずしもすべての人が来なかった。 
  b. [ここに来たのは]必ずしもすべての人ではない。 
  c. *[必ずしもすべての人が来たのは]ここではない。 
 
(39) a. この部門の必ずしもすべての責任者がいいひとではない。 
  b. この部門の責任者は，必ずしもいいひとではない。 
 
(40) a. ジョンは，この工場の必ずしもすべての部門の責任者ではない。 
  b. *この工場の必ずしもすべての部門の責任者はジョンではない。 
 
6. 同定文と同一性文  
 
(41) a. That man over there is John Smith. 
    b. It is that man over there that is John Smith. 
    c. *It is John Smith that that man over there is.  
 
(42) a. とてもいい人なのは，彼のお兄さんです。 
    b. *彼のお兄さんなのは，とてもいい人です。 
 
(43) a. 喧嘩の原因だったのは，あの人です。 
  b. *あの人だったのは，喧嘩の原因です。 
 
(44) 同定文 
  a. むこうにいるあの人はジョンです。 
  b. ジョンはむこうにいるあの人です。 
 
(45) a. ジョンなのはむこうにいるあの人です。 
  b. *むこうにいるあの人なのはジョンです。 
 
(46) a. #むこうにいるどの人が，ジョンですか？ 
     b. むこうにいるあの人は，誰ですか？ 



 
(47)  a. ジョンは，むこうにいるどの人ですか？ 
   b. #誰が，むこうにいるあの人ですか？ 
 
(48) a. *[むこうにいる誰がさっき話題になったジョンなのか]彼には 
    わからない。 
  b. *[さっき話題になった誰がむこうにいる人なのか]彼には 
    わからない。 
 
(49) a. [むこうにいるあの人がさっき話題になった誰なのか]彼にはわから 
    ない。 
  b. [さっき話題になったあの人がむこうにいる誰なのか]彼にはわからない。 
 
(50) 同一性文 
     a. ジキル博士は{だれ/どんな人}ですか？ 
   b. {だれ/どんな人}がハイド氏ですか？ 
 
(51) a. ハイド氏は{だれ/どんな人}ですか？ 
   b. {だれ/どんな人}がジキル博士ですか？ 
 
7. まとめ  
 
(52) 叙述文 
     [CP  [DP彼の兄は] [DP 自信過剰]-だ ] 
(53) 指定文 
   a. [CP   [DP  [CP OPi [  ti  火事の原因]]は ]  [DP火の不始末 i]-だ] 
      b. [CP  [DP 火の不始末が] [DP火事の原因]-だ] 
(54) 同定文 
   a. [CP  [DP [CP OPi  [あの人  ti  COP]]は] [DP 話題になっていたジョン]i-だ] 
      b. [CP  [DP [CP OPi [  ti 話題になっていたジョン COP]]は] [DPあの人]i-だ] 
(55) 同一性文 
       [CP  [DPジキル博士は] [DPハイド氏]-だ] 
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